研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　青山荘　　　　　　職　種　社会復帰指導員　　　氏　名　三浦　理見

	期　　間　　平成　19年3月15日　～　平成　19年3月16日

	出張目的　平成18年度　青森県精神障害者社会復帰施設協会研修会

	出 張 先　　弘前市　（弘前市文化センター）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


●３／１５　特別」講演「障害者自立支援法　今後の展開」

講演会では、全精社協理事の高野さんから自立支援法のにおける現状をお話いただきました。施行されたものの、具体的な内容がなかなか見えてこない中で、他の県や他の施設がどのような取り組みをしているのか聞くことができました。移行を終えたところは約３パーセントだけで通所系の施設は進んでいるものの、入所型の施設はまだまだ移行できていない状況だとのこと。青森県内でも移行への準備を急ぐ中で、報酬単価等の予算の縛りもあり施設の取り組みをどうするのか悩んでいる所が殆どで、就労支援が中心となる枠にどうやって内容を合わせていくか、あれこれ手を考えている状況だと話されていました。現状のままでは、障害種別でのサービスの差が大きく、市町村での精神分野へのサービスは圧倒的に少ないとされています。身体・知的とのサービスの格差・地域での統一的なサービスの提供はこれからの課題だと言えます。市町村を動かすには、こちらから実践（このサービスが必要だという既成事実）をしてアピールして行く事が必要だということを学びました。特に障害程度区分の3～４の方を的に地域の受け皿をどう作っていくかがこれからの課題だと言えます。病院を囲み、外来・デイケア・訪問看護・地域活動支援センター・入所型施設が地域で共存し、医療と福祉の両面から利用者のサポートが出来る体制作りがこれから求められると考えます。利用者のニーズは何か、この地域に求められるものは何か。自分たちも発掘し、実践していければと思います。

· 3/15・3/16　分科会「居住支援」

居住支援のグループでは、報酬（勤め人）と支援者の立場の間で揺れているというGH世話人の方々、地域でのサポート体制の不足、今後の日中活動の内容と他の施設の方々と現状と課題について意見を交わす事が出来ました。特に多く上がったのは「利用者のニーズに沿ったサービスを行いたいが経営上の事も考えるとなかなか取り組めない」という悩みと「限られた資源で支援を行う難しさ」ということです。グループホームや授産施設・支援センターなど様々な施設の方の意見を聞くことが出来ましたが、共通するのはいかに今ある施設や資源を活用しながら利用者のニーズに沿った支援を行うか、サービスの内容や質の向上を目指す事、更に資源を開発・拡大することであるということでした。

移行時期としてはそれぞれ2～3年を目途にという所が殆どでした。青風荘でも、今後ケアホーム移行を仮定すると区分2以上の方を受け入れるという事になります。区分2以下の利用者様への他サービス利用の移行支援や入所される方への日中の活動内容と今後の課題は山積しています。他の施設に比べて資源には恵まれてはいますが、まだまだ十分ではないと考えます。現在の状況とは大きく様変わりしていく可能性もありますが、入所者一人一人の求めるものが何であるのか把握した上で、私たちが施設として出来るサービスは何か検討し、資源をフルに活用し各所で協力しながらサービスを提供していきたいと思います。また、利用できるサービスの向上と拡大に協力し自らも意識したいと思います。

· 3/16　全体会「分科会報告」

　　　報告会では各分科会の内容を聞くことができました。地域活動支援事業グループでは事業と報酬の差をどう埋めるかが課題に挙げられ今後の活動について意見が交わされていました。就労支援グループでは就労までの支援（生活・家族・金銭・資源）の充実の必要性とフォローアップの重要性についてが挙げられていました。自立支援法施行にあたり、各所手探りで新体制の整備を行っている様子でしたが、これからの課題や色々な試みを聞くことが出来たのは貴重だったと思います。

　自立支援法はまだまだ内容が変化していくだろうとのことなので、情報を得ながら柔軟に対応し、利用者様へ選ばれるサービスを提供できるように協力して努めたいと考えます。
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